
(57)【要約】

【課題】画素配列領域を中心として、素子アレイ基板上

の左右の縁の面積が略等しくなり、無駄な空間を無くす

ようにした。

【解決手段】行を成す複数の走査線と列を成す複数の信

号線とが交差しいる画素配列領域には、走査線と信号線

との交差部近傍にそれぞれ画素部が形成されている。走

査線駆動回路が画素部に対して行方向へ順次走査信号を

与え、信号線駆動回路が画素部の各列へ信号を供給する

。ここで、前記走査線駆動回路は、前記走査線の一方側

と他方側に分割され第1と第２の走査線駆動回路として

設けられている。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 行 を 成 す 複 数 の 走 査 線 と 列 を 成 す 複 数 の 信 号 線 と が 交 差 し て 形 成 さ れ た 画 素 配 列 領 域 と
、 前 記 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と の 交 差 部 近 傍 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 画 素 部 と 、 画 素
配 列 領 域 の 外 の 領 域 に 、 前 記 複 数 の 走 査 線 に 接 続 さ れ て 前 記 複 数 の 画 素 部 に 対 し て 行 方 向
へ 順 次 走 査 信 号 を 与 え る よ う に 形 成 さ れ た 走 査 線 駆 動 回 路 と 、 前 記 画 素 配 列 領 域 の 外 の 領
域 に 、 前 記 複 数 の 信 号 線 に 接 続 さ れ 前 記 複 数 の 画 素 部 の 各 列 へ 信 号 を 供 給 す る よ う に 形 成
さ れ た 信 号 線 駆 動 回 路 と を 有 し た 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 走 査 線 駆 動 回 路 は 、 前 記 走 査 線 の 一 方 側 と 他 方 側 に 分 割 さ れ 第 1と 第 ２ の 走 査 線 駆
動 回 路 と し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 素 部 は 、
　 発 光 素 子 と 、 こ の 発 光 素 子 を 画 像 信 号 に 対 応 す る 電 流 で 駆 動 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、
こ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 電 圧 を 設 定 す る 容 量 と 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 信 号 線
と の 間 に 接 続 さ れ た 画 素 ス イ ッ チ と 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 発 光 素 子 と の 間 に 配 置
さ れ て 発 光 期 間 を 設 定 す る 出 力 ス イ ッ チ と を 有 し 、
　 前 記 第 1の 走 査 線 駆 動 回 路 か ら 導 出 さ れ た 第 1の 走 査 線 は 、 前 記 画 素 ス イ ッ チ の 制 御 端 子
に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 か ら 導 出 さ れ た 第 ２ の 走 査 線 は 、 前 記 出 力 ス イ ッ チ の 制 御 端
子 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 1の 走 査 線 駆 動 回 路 と は 反 対 側 に 位 置 す る 前 記 第 1の 走 査 線 の 端 部 、 及 び 前 記 第 ２
の 走 査 線 駆 動 回 路 と は 反 対 側 に 位 置 す る 前 記 第 ２ の 走 査 線 の 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ パ ッ ド が
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 1の 走 査 線 駆 動 回 路 と は 反 対 側 に 位 置 す る 前 記 第 1の 走 査 線 の 端 部 、 及 び 前 記 第 ２
の 走 査 線 駆 動 回 路 と は 反 対 側 に 位 置 す る 前 記 第 ２ の 走 査 線 の 端 部 は 、 そ れ ぞ れ 高 抵 抗 を 示
す 半 導 体 素 子 を 介 し て 基 準 電 位 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ア ク テ
ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 1の 走 査 線 駆 動 回 路 が 前 記 第 1の 走 査 線 に 出 力 す る 第 1の 駆 動 パ ル ス と 、 前 記 第 ２
の 走 査 線 駆 動 回 路 が 前 記 第 ２ の 走 査 線 に 出 力 す る ２ の 駆 動 パ ル ス と の 関 係 は 、
　 前 記 出 力 ス イ ッ チ が オ フ し て い る 期 間 内 に 、 前 記 画 素 ス イ ッ チ が オ ン す る 期 間 が 存 在 す
る よ う に 、 前 記 第 ２ の パ ル ス が 前 記 出 力 ス イ ッ チ を オ ン か ら オ フ に 制 御 し た 数 μ ｓ 後 に 、
前 記 第 1の パ ル ス が 前 記 画 素 ス イ ッ チ を オ フ か ら オ ン し 、 前 記 第 1の パ ル ス が 前 記 画 素 ス イ
ッ チ を オ ン か ら オ フ に 制 御 し た 数 μ ｓ 後 に 、 前 記 第 ２ の パ ル ス が 前 記 出 力 ス イ ッ チ を オ フ
か ら オ ン に 制 御 す る 関 係 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス
型 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 1と 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 は 、 前 記 画 素 配 列 領 域 内 の 受 け 持 ち 領 域 が 異 な る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 画 素 配 列 領 域 に 表 示 素 子 を 含 む 画 素 部 が 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ て な
る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 に 関 す る も の で 、 特 に 、 走 査 線 駆 動 回 路 を 改 良 し た
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 近 年 、 自 発 光 す る 有 機 エ レ ク ト ロ ・ ル ミ ネ セ ン ス （ Electroluminescence 以 下 Ｅ Ｌ と 記
す ） を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 注 目 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 そ の 画 素 部 に
有 機 発 光 素 子 が 用 ら れ て お り 、 液 晶 表 示 装 置 の よ う に 液 晶 を ２ 枚 の ガ ラ ス 基 板 の 間 に 封 止
す る 必 要 が な い 。 こ の た め に 液 晶 表 示 装 置 に 比 べ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 全 体 パ ネ ル を 比
較 的 容 易 に 屈 曲 で き る こ と 、 及 び 小 型 化 、 軽 量 化 す る こ と が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の 有 機 発 光 素 子 は 、 駆 動 回 路 を 構 成 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に よ り 駆 動 さ れ る も の で
、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト -ソ ー ス 間 電 圧 を 保 持 す る 駆 動 容 量 に は 、 映 像 信 号 が 第 1の ス
イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 与 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ か ら は 、 映 像 信
号 に 対 応 し た 安 定 し た 電 流 を 出 力 す る こ と が で き る 。 こ の 出 力 電 流 は 、 第 ２ の ス イ ッ チ ト
ラ ン ジ ス タ を 介 し て 対 応 す る 発 光 素 子 に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 映 像 信 号 に 応 じ た 輝 度
で 該 発 光 素 子 が 発 光 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 対 す る 映 像 信 号 は 、 電 圧 信 号 方 式 或 は 電 流 信 号 方 式 に よ り 与 え ら れ
る 。 発 光 素 子 の 駆 動 回 路 に 関 す る 技 術 と し て 、 電 圧 信 号 （ 或 は 電 圧 書 込 み ） 方 式 を 示 し た
米 国 特 許 ６ ， ２ ２ ９ ， ５ ０ ６ 　 Ｂ １ （ 文 献 １ ） ， 電 流 信 号 （ 或 は 電 流 書 込 み ） 方 式 を 示 し
た 米 国 特 許 ６ ， ３ ７ ３ ， ４ ５ ４ 　 Ｂ １ （ 文 献 ２ ） が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 ６ ， ２ ２ ９ ， ５ ０ ６ 　 Ｂ １
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 ６ ， ３ ７ ３ ， ４ ５ ４ 　 Ｂ １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 し た よ う に 駆 動 回 路 に 第 1の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 映 像 信 号 が 与 え ら れ る
期 間 （ 書 き 込 み 期 間 と 称 さ れ る ） と 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 電 流 が 、 第 ２ の ス イ ッ
チ ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 発 光 素 子 に 与 え ら れ る 期 間 （ 発 光 期 間 と 称 さ れ る ） と が あ る 。 こ
の た め に 、 前 記 第 1の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ と 第 ２ の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ を そ れ ぞ れ オ
ン オ フ 制 御 す る た め の 第 １ の 走 査 線 と 第 ２ の 走 査 線 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 表 示 装 置 で あ る と 、 上 記 の 第 １ の 走 査 線 と 第 ２ の 走 査 線 は 、 画 素 配 列 領 域 の 一 方
の 側 の 領 域 に 形 成 さ れ た 走 査 線 駆 動 回 路 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 問 題 と な る の は 、 表 示 装 置 を 形 成 す る 素 子 ア レ イ 基 板 上 で 、 前 記 画 素 配 列 領 域 の
一 方 の 側 部 に 前 記 走 査 線 駆 動 回 路 が 構 成 さ れ て お り 、 画 素 配 列 領 域 の 左 右 に 存 在 す る 領 域
に ア ン バ ラ ン ス が 生 じ る こ と で あ る 。 つ ま り 画 素 配 列 領 域 を 中 心 と し て 、 素 子 ア レ イ 基 板
上 の 左 右 の 縁 の 面 積 を 見 た 場 合 、 走 査 線 駆 動 回 路 が 形 成 さ れ る 一 方 側 の 面 積 が 大 き く 、 他
方 側 の 面 積 が 小 さ く な る 。 し か し 、 表 示 装 置 が ケ ー ス に 収 納 さ れ た 場 合 、 前 記 画 素 配 列 領
域 が 窓 か ら 現 わ れ 、 こ の 窓 の 左 右 の 縁 は 、 均 等 の 幅 で あ る こ と が 要 求 さ れ る 。 こ の 結 果 、
走 査 線 駆 動 回 路 が 形 成 さ れ て い な い 他 方 で は 、 ケ ー ス 内 に 無 駄 な 空 間 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 傾 向 は 、 表 示 装 置 が 小 形 化 す れ ば そ れ だ け 顕 著 と な る 。 素 子 ア レ イ 基 板 上 で
走 査 線 駆 動 回 路 が 占 め る 面 積 を 無 視 で き な く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で こ の 発 明 の 目 的 と す る と こ ろ は 、 画 素 配 列 領 域 を 中 心 と し て 、 素 子 ア レ イ 基 板 上
の 左 右 の 縁 の 面 積 が 略 等 し く な り 、 無 駄 な 空 間 を 無 く す こ と が で き る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ
ク ス 型 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。 ま た 設 計 、 製 造 が 容 易 と な り 、 性 能 上 で も 安 定 し
た 性 能 を 得 ら れ る よ う に し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 行 を 成 す 複 数 の 走 査 線 と 列 を 成 す 複 数 の 信 号
線 と が 交 差 し て 形 成 さ れ た 画 素 配 列 領 域 と 、 前 記 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と の 交 差 部
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近 傍 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 画 素 部 と 、 画 素 配 列 領 域 の 外 の 領 域 に 、 前 記 複 数 の 走 査 線 に 接
続 さ れ て 前 記 複 数 の 画 素 部 に 対 し て 行 方 向 へ 順 次 走 査 信 号 を 与 え る よ う に 形 成 さ れ た 走 査
線 駆 動 回 路 と 、 前 記 画 素 配 列 領 域 の 外 の 領 域 に 、 前 記 複 数 の 信 号 線 に 接 続 さ れ 前 記 複 数 の
画 素 部 の 各 列 へ 信 号 を 供 給 す る よ う に 形 成 さ れ た 信 号 線 駆 動 回 路 と を 有 し た ア ク テ ィ ブ マ
ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 走 査 線 駆 動 回 路 は 、 前 記 走 査 線 の 一 方 側 と 他 方 側 に
分 割 さ れ 第 1と 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 と し て 設 け る よ う に し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 し た 手 段 に よ り 、 画 素 配 列 領 域 を 中 心 と し て 、 素 子 ア レ イ 基 板 上 の 左 右 の 縁 の 面 積
が 略 等 し く な り 、 ケ ー ス 収 容 状 態 で 無 駄 な 空 間 を 無 く す こ と が で き た 。 ま た 走 査 線 駆 動 回
路 が 左 右 に 分 散 さ れ 、 素 子 間 の 余 裕 が で き る た め に 、 設 計 、 製 造 が 容 易 と な り 、 線 幅 に 関
し て も 、 性 能 上 で 安 定 し た 性 能 を 得 ら れ る 優 位 な 設 計 と で き る よ う に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は こ の 発 明 の 表 示 装 置 に お い て 、 素 子 ア レ イ 基 板 上 に 形 成 さ れ る 各 領 域 を 示 し て い
る 。 １ １ ０ は 、 画 素 配 列 領 域 を 示 し て い る 。 画 素 配 列 領 域 １ １ ０ 内 に は 、 画 素 部 Ｐ ｘ （ １
， １ ） 、 Ｐ ｘ （ ２ ， １ ） … 、 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ） 、 … … 、 Ｐ ｘ （ ｎ ， ｍ ） が マ ト リ ッ ク ス 状 に
配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 素 子 ア レ イ 基 板 上 に お い て 、 画 素 配 列 領 域 １ １ ０ の 外 側 の 領 域 （ 例 え ば 図 面 上 で 左 右 の
領 域 ） に は 、 第 1の 走 査 線 駆 動 回 路 １ １ Ａ と 、 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 １ １ Ｂ と が 構 成 さ れ
て い る 。 さ ら に 画 素 配 列 領 域 １ １ ０ の 外 側 の 領 域 （ 例 え ば 図 面 上 で 上 の 領 域 ） に は 、 信 号
線 駆 動 回 路 １ １ ２ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ と 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 １ １ Ａ と １ １ Ｂ と は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 画 素 部
Ｐ ｘ （ １ ， １ ） 、 Ｐ ｘ （ ２ ， １ ） … 、 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ） 、 … … 、 Ｐ ｘ （ ｎ ， ｍ ） を 行 毎 に 走
査 し 、 各 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） 、 Ｐ ｘ （ ２ ， １ ） … 、 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ） 、 … … 、 Ｐ ｘ （ ｎ ，
ｍ ） の 信 号 受 入 れ 状 態 、 及 び 信 号 保 持 状 態 、 発 光 素 子 の 素 子 発 光 状 態 を 設 定 す る 。 信 号 線
駆 動 回 路 １ １ ２ は 、 各 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） 、 Ｐ ｘ （ ２ ， １ ） … 、 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ） 、 … …
、 Ｐ ｘ （ ｎ ， ｍ ） が 信 号 受 入 れ 状 態 と な っ た と き に 、 信 号 線 Ｄ ata１ 、 Ｄ ata２ 、 … か ら 書
込 み 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ １ ３ は 、 コ ン ト ロ ー ラ で あ り 、 信 号 線 駆 動 回 路 １ １ ２ 及 び 第 1、 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回
路 １ １ Ａ 、 １ １ Ｂ の 動 作 を 得 る た め の 各 種 （ 信 号 取 込 、 信 号 出 力 な ど ） タ イ ミ ン グ 信 号 、
及 び ク ロ ッ ク 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に は 、 上 記 し た 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） を 取 り 出 し て 示 し て い る 。 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ，
１ ） 、 Ｐ ｘ （ ２ ， １ ） … 、 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ） 、 … … 、 Ｐ ｘ （ ｎ ， ｍ ） は 同 様 な 構 成 で あ る か
ら 、 １ つ を 代 表 し て 示 し 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ ０ １ は 電 源 ラ イ ン で あ り 、 電 源 電 圧 Ｖ ｄ ｄ が 与 え ら れ る 。 電 源 ラ イ ン ２ ０ １ に 、 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ２ の ソ ー ス 電 極 が 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ２ の ソ ー ス ・
ゲ ー ト 電 極 間 に は 、 容 量 ２ ０ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ２ の ゲ ー ト ・ ド
レ イ ン 電 極 間 に は 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ５ が 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ０ ２ の ド レ イ ン 電 極 と 信 号 線 （ Ｄ ａ ｔ ａ １ ） と の 間 に は 画 素 ス イ ッ チ ２ ０ ６ が 接 続
さ れ て い る 。 ま た 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ２ の ド レ イ ン 電 極 は 、 出 力 ス イ ッ チ ２ ０ ３ を 介 し
て 有 機 発 光 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ） の ア ノ ー ド に 接 続 さ れ 、 こ の 有 機 発 光 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ）
の カ ソ ー ド は 低 電 源 ラ イ ン （ 或 は ア ー ス ラ イ ン ） に 接 続 さ れ る 。 こ れ ら 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
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２ ０ ２ 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ５ 、 出 力 ス イ ッ チ ２ ０ ３ 、 画 素 ス イ ッ チ ２ ０ ６ は 、 こ
こ で は ｐ － チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ２ の ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 電 極 間 の 容 量 ２ ０ ４ は 、 駆 動 電 圧 を 保 持 す
る こ と が で き る 。 画 素 ス イ ッ チ ２ ０ ６ は 信 号 供 給 用 と し て 利 用 さ れ る 。 信 号 線 （ Ｄ ata１
） は 、 先 の 信 号 線 駆 動 回 路 １ １ ２ に よ り 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 先 の 画 素 ス イ ッ チ ２ ０ ６ 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ５ の ゲ ー ト 電 極 に は 、 第 １ の 走 査
線 Ｙ ｓ ｃ １ が 接 続 さ れ 、 出 力 ス イ ッ チ ２ ０ ３ の ゲ ー ト 電 極 に は 第 ２ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ ２ が 接
続 さ れ て い る 。 第 １ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ １ は 、 第 1の 走 査 線 駆 動 回 路 １ １ Ａ に 接 続 さ れ て お り
、 第 ２ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ ２ は 、 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 １ １ Ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） を 代 表 し て 説 明 し た が 、 他 の 画 素 部 の 構 成 も 同 様 な 構 成 で あ る 。
そ し て 各 画 素 部 が 位 置 す る 列 に 応 じ て 対 応 す る 信 号 線 が 接 続 さ れ る 。 ま た 画 素 部 が 位 置 す
る 行 に 応 じ て 対 応 す る 電 源 ラ イ ン ２ ０ １ 及 び 対 応 す る 第 １ 、 第 ２ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ １ ～ Ｙ ｓ
ｃ ２ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ に は 、 上 記 の 表 示 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 示 し て い る 。
図 ３ （ Ａ ） は 、 ビ デ オ 信 号 の 期 間 を 示 し 、 １ Ｈ 、 ２ Ｈ 、 ３ Ｈ 　 … は 、 そ れ ぞ れ １ 水 平 期 間
に 対 応 し 、 １ Ｖ が １ 垂 直 期 間 に 対 応 す る 。 図 ３ （ Ｂ ） は 、 水 平 期 間 に 同 期 し た 水 平 周 期 の
パ ル ス で あ り 、 図 ３ （ Ｃ ） は 、 1垂 直 期 間 毎 に 1フ ィ ー ル ド （ ま た は 1フ レ ー ム ） の 先 頭 で
発 生 さ れ る ス タ ー ト パ ル ス で あ る 。 図 ３ （ Ｄ ） は 、 水 平 期 間 に 同 期 し て 生 成 さ れ る ク ロ ッ
ク パ ル ス で あ る 。 図 ３ （ Ｅ ） は 、 信 号 線 駆 動 回 路 １ １ ２ か ら 1水 平 期 間 毎 に あ る 信 号 線 に
対 し 出 力 さ れ る ビ デ オ 信 号 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の タ イ ミ ン グ パ ル ス （ 図 ３ （ Ｂ ） ～ （ Ｄ ） ） は 、 外 部 或 は コ ン ト ロ ー ラ １ １ ２ か ら
各 駆 動 回 路 に 与 え ら れ る パ ル ス で あ る 。 図 ３ （ Ｆ ） 、 図 ３ （ Ｇ ） は 、 例 え ば 第 １ 行 の 画 素
部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） ～ Ｐ ｘ （ ｎ ， １ ） の 第 １ の 走 査 線 と 第 ２ の 走 査 線 に 与 え ら え る 走 査 信 号
で あ る 。 ま た 図 ３ （ Ｈ ） 、 図 ３ （ Ｉ ） は 、 次 の 行 、 例 え ば 第 ２ 行 の 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ）
～ Ｐ ｘ （ ｎ ， ２ ） の 第 １ の 走 査 線 と 第 ２ の 走 査 線 に 与 え ら え る 走 査 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ （ Ｆ ） 、 図 ３ （ Ｇ ） と 、 図 ２ の 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） を 参 照 し て 動 作 を 説 明 す る と
以 下 の よ う に な る 。 第 １ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ １ の 走 査 信 号 が オ フ レ ベ ル か ら オ ン レ ベ ル に な る
と 、 画 素 ス イ ッ チ ２ ０ ６ 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ５ が オ ン す る 。 こ の と き 、 画 素 部 Ｐ
ｘ （ １ ， １ ） に 対 応 す る 画 像 信 号 （ Ｄ ａ ｔ ａ １ ） が 信 号 線 駆 動 回 路 １ １ ２ か ら 出 力 さ れ る
と 、 こ の 画 像 信 号 に 対 応 し た 駆 動 電 流 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ２ に 流 れ 、 こ の と き の ゲ ー
ト － ソ ー ス 電 圧 が 容 量 ２ ０ ４ に 与 え ら れ る 。 そ し て 、 第 １ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ １ の 走 査 信 号 が
オ ン レ ベ ル か ら オ フ レ ベ ル に な る と 、 画 素 ス イ ッ チ ２ ０ ６ 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ５
が オ フ し 、 容 量 ２ ０ ４ の 電 位 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 第 ２ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ ２ の 走 査 信 号 が オ フ レ ベ ル か ら オ ン レ ベ ル に な る と 、 出 力 ス
イ ッ チ ２ ０ ３ が オ フ か ら オ ン と な り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ２ に 流 れ る 電 流 が 、 有 機 発 光
素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ に 流 れ 、 こ の 発 光 素 子 の 発 光 が 得 ら れ る 。 こ の と き の 電 流 量 は 、 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ ２ ０ ２ の ゲ ー ト 電 極 の 電 位 に 依 存 す る 。 つ ま り 、 画 像 信 号 に 比 例 し た 電 流 が 有 機
発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ に 流 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に は 、 第 １ の 走 査 線 駆 動 回 路 １ １ Ａ の 内 部 の 一 部 が 示 さ れ て い る 。 ラ イ ン ４ Ｂ ， ４
Ｃ ， ４ Ｄ に は 、 そ れ ぞ れ 図 ３ （ Ｂ ） ， 図 ３ （ Ｃ ） ， 図 ３ （ Ｄ ） の 信 号 Ｂ ， Ｃ ， Ｄ が 供 給 さ
れ る 。 ４ ０ １ 、 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ は 、 ぞ れ ぞ れ 第 １ 行 の 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） ～ Ｐ ｘ （ ｎ ，
１ ） 、 第 ２ 行 の 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ） ～ Ｐ ｘ （ ｎ ， ２ ） 、 第 ３ 行 の 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， ３ ）
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～ Ｐ ｘ （ ｎ ， ３ ） へ 第 １ の 走 査 信 号 を 与 え る 走 査 信 号 出 力 回 路 で あ る 。 各 走 査 信 号 出 力 回
路 ４ ０ １ 、 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ は 同 一 構 成 で あ る か ら 、 １ つ を 代 表 し て 説 明 す る 。 走 査 信 号 出
力 回 路 ４ ０ １ は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ４ １ １ 、 ナ ン ド 回 路 ４ １ ２ 、 レ ベ ル シ フ タ ４ １ ３ 、 バ ッ
フ ァ ４ １ ５ を 有 す る 。 シ フ ト レ ジ ス タ ４ １ １ は 、 ラ イ ン ４ Ｂ の 信 号 Ｂ を ク ロ ッ ク と し て 、
ラ イ ン ４ Ｃ の 信 号 Ｃ を 転 送 す る 。 信 号 Ｃ は 、 垂 直 走 査 期 間 の 先 頭 に 得 ら れ る パ ル ス で あ る
。 シ フ ト レ ジ ス タ ４ １ １ で シ フ ト さ れ 、 出 力 さ れ た 信 号 は 、 次 の 行 の シ フ ト レ ジ ス タ ４ ２
１ に 供 給 さ れ る と と も に 、 ナ ン ド 回 路 ４ １ ２ の 一 方 の 入 力 部 に 供 給 さ れ る 。 ナ ン ド 回 路 ４
１ ２ の 他 方 の 入 力 部 に は 、 信 号 Ｄ が 供 給 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 ナ ン ド 回 路 ４ １ ２ か ら は
、 図 ３ （ Ｆ ） に 示 し た 第 １ の 走 査 信 号 が 得 ら れ る 。 こ の 第 １ の 走 査 信 号 は 、 レ ベ ル シ フ タ
４ １ ３ 、 バ ッ フ ァ 回 路 ４ １ ５ を 介 し て 第 １ の 走 査 線 上 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 他 の 走 査 信 号 出 力 回 路 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ も 同 様 な 動 作 で あ り 、 第 １ の 走 査 信 号 の 出 力 時 点
が 、 １ 水 平 期 間 ず れ て い る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ に は 、 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 １ １ Ｂ の 内 部 の 一 部 が 示 さ れ て い る 。 ラ イ ン ４ Ｂ ， ４
Ｃ に は 、 そ れ ぞ れ 図 ３ （ Ｂ ） ， 図 ３ （ Ｃ ） の 信 号 Ｂ ， Ｃ が 供 給 さ れ る 。 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ 、
５ ０ ３ は 、 ぞ れ ぞ れ 第 １ 行 の 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） ～ Ｐ ｘ （ ｎ ， １ ） 、 第 ２ 行 の 画 素 部 Ｐ
ｘ （ １ ， ２ ） ～ Ｐ ｘ （ ｎ ， ２ ） 、 第 ３ 行 の 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， ３ ） ～ Ｐ ｘ （ ｎ ， ３ ） 、 第 １
の 走 査 信 号 を 与 え る 走 査 信 号 出 力 回 路 で あ る 。 各 走 査 信 号 出 力 回 路 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ 、 ５ ０
３ は 同 一 構 成 で あ る か ら 、 １ つ を 代 表 し て 説 明 す る 。 走 査 信 号 出 力 回 路 ５ ０ １ は 、 シ フ ト
レ ジ ス タ ５ １ １ 、 レ ベ ル シ フ タ ５ １ ３ 、 バ ッ フ ァ ５ １ ５ を 有 す る 。 シ フ ト レ ジ ス タ ５ １ １
は 、 ラ イ ン ４ Ｂ の 信 号 Ｂ を ク ロ ッ ク と し て 、 ラ イ ン ４ Ｃ の 信 号 Ｃ を 転 送 す る 。 信 号 Ｃ は 、
垂 直 走 査 期 間 の 先 頭 に 得 ら れ る パ ル ス で あ る 。 シ フ ト レ ジ ス タ ５ １ １ で シ フ ト さ れ 、 出 力
さ れ た 信 号 は 、 第 ２ の 走 査 信 号 で あ る 。 こ の 第 ２ の 走 査 信 号 は 、 レ ベ ル シ フ タ ５ １ ３ 、 バ
ッ フ ァ 回 路 ５ １ ５ を 介 し て 第 ２ の 走 査 線 上 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 し た 本 発 明 の 表 示 装 置 の 構 成 に よ れ ば 、 画 素 配 列 領 域 １ １ ０ を 中 心 と し て 、 素 子 ア
レ イ 基 板 上 の 左 右 の 縁 の 面 積 が 略 等 し く な り 、 ケ ー ス 収 容 状 態 で 無 駄 な 空 間 を 無 く す こ と
が で き た 。 ま た 走 査 線 駆 動 回 路 が 左 右 に 分 散 さ れ 、 素 子 間 の 余 裕 が で き る た め に 、 設 計 、
製 造 が 容 易 と な り 、 線 幅 に 関 し て も 、 性 能 上 で 安 定 し た 性 能 を 得 ら れ る 優 位 な 設 計 と で き
る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ （ Ａ ） に は 、 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 を 示 し 、 図 ６ （ Ｂ ） に は 、 従 来 の 表 示 装 置 の 外
観 を 示 し て い る 。 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に ケ ー ス ６ ０ ０ に 画 素 ア レ イ 基 板 １ ２ ０ を 収 容 し
た と き 、 画 素 配 列 領 域 が ケ ー ス ６ ０ ０ の 窓 （ 開 口 部 ） ６ ０ １ に 対 応 す る よ う に 配 置 さ れ る
。 ま た こ の 窓 ６ ０ １ の 左 右 の 幅 Ｌ １ ， Ｌ １ は 、 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 素 子 ア レ イ 基 板 ６ ６ ０ 上 に お い て 、 画 素 配 列 領 域 の 片 側 の み
に 走 査 線 駆 動 回 路 ６ ６ １ を 集 中 さ せ た 場 合 、 画 素 配 列 領 域 を 中 心 と す る 素 子 ア レ イ 基 板 上
の 左 右 の 縁 の 面 積 が ア ン バ ラ ン ス と な る 。 ６ ６ ２ は 、 信 号 線 駆 動 回 路 で あ る 。 こ の よ う な
素 子 ア レ イ 基 板 ６ ６ ０ を ケ ー ス ６ ５ ０ に 収 容 し 、 画 素 配 列 領 域 を 窓 ６ ５ １ に 対 応 さ せ 、 そ
し て 、 窓 ６ ５ １ の 左 右 の 幅 Ｌ ２ ， Ｌ ２ を 等 し く し た 場 合 、 ケ ー ス ６ ５ ０ 内 に は 、 無 駄 な 空
間 を 形 成 す る 幅 Ｌ ３ が 生 じ て し ま う 。 ま た Ｌ ２ も Ｌ １ よ り も 大 き く な ら ざ る を 得 な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 の 場 合 は 窓 ６ ０ １ の 左 右 に 生 じ る 幅 Ｌ １ を 小 さ く す る こ と が で き
る と 共 に 、 全 体 の ケ ー ス ６ ０ ０ 全 体 の 幅 も 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 走 査 線 駆 動 回 路
は 、 画 素 配 列 領 域 の 左 右 に 分 散 さ れ た た め に 、 そ れ ぞ れ に 構 成 さ れ る 回 路 面 積 と し て は 、
ゆ と り が 得 ら れ 、 電 源 線 の 線 幅 な ど も 余 裕 を 持 っ て 形 成 可 能 で あ る 。 こ の 結 果 、 素 子 間 の
余 裕 が で き 、 設 計 、 製 造 が 容 易 と な り 、 線 幅 に 関 し て も 、 性 能 上 で 安 定 し た 性 能 を 得 ら れ
る 優 位 な 設 計 と で き る よ う に な っ た 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 第 １ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ １ ， 第 ２ の
走 査 線 Ｙ ｓ ｃ ２ の 端 部 に は 、 パ ッ ド を 設 け て 、 基 準 電 位 に 高 抵 抗 の 半 導 体 素 子 を 介 し て 接
続 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ に は 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 し て い る 。 こ こ で は 、 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ）
、 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ） を 代 表 し て 示 し て い る 。 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） は 、 図 ２ で 説 明 し た 通 り
で あ る 。 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， ２ ） に お い て 、 ２ １ ２ は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 、 ２ １ ３ は 出 力 ス
イ ッ チ 、 ２ １ ４ は 容 量 、 ２ １ ５ は ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ 、 ２ １ ６ は 画 素 ス イ ッ チ で あ り 、
機 能 は 、 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） と 同 じ 機 能 で あ る 。 画 素 部 Ｐ ｘ （ １ ， １ ） に お い て 、 第 １
の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ １ の 端 部 に は 、 パ ッ ド ７ １ １ が 設 け ら れ 、 基 準 電 位 に 高 抵 抗 の 半 導 体 素 子
７ １ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ ２ の 端 部 に も 、 パ ッ ド ７ １ ２ が 設 け
ら れ て 、 基 準 電 位 に 高 抵 抗 の 半 導 体 素 子 ７ １ ４ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 画 素 部 Ｐ ｘ （ １
， ２ ） に お い て も 同 様 で あ り 、 第 １ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ １ の 端 部 に は 、 パ ッ ド ７ ２ １ が 設 け ら
れ 、 基 準 電 位 に 高 抵 抗 の 半 導 体 素 子 ７ ２ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 走 査 線 Ｙ ｓ ｃ
２ の 端 部 に も 、 パ ッ ド ７ ２ ２ が 設 け ら れ て 、 基 準 電 位 に 高 抵 抗 の 半 導 体 素 子 ７ ２ ４ を 介 し
て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 近 接 し て 構 成 さ れ る 第 １ の 走 査 線 と 、 第 ２ の 走 査 線 か ら の 短
絡 試 験 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 １ 行 の 場 合 、 パ ッ ド ７ １ １ と ７ １ ２ 間 を
テ ス タ で 測 定 す る こ と で 、 短 絡 し て い る か 否 か を 即 座 に 検 出 で き る 。 さ ら に ま た 、 各 パ ッ
ド が 高 抵 抗 の 半 導 体 素 子 を 介 し て 基 準 電 位 （ 例 え ば 接 地 電 位 ） に 接 続 さ れ る 。 こ の 構 成 に
よ り 、 静 電 気 が 走 査 線 に 誘 導 さ れ た 場 合 に 、 放 出 経 路 を 得 る こ と が で き 、 回 路 の 破 損 を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 先 の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の
走 査 信 号 と 第 ２ の 走 査 信 号 の 位 相 関 係 は 、 図 ８ （ Ａ ） と 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す よ う な 関 係 で あ
っ た 。 し か し 第 １ の 走 査 信 号 と 、 第 ２ の 走 査 信 号 と の 関 係 が 、 図 ８ （ Ｃ ） と 図 ８ （ Ｄ ） に
示 す よ う な 位 相 関 係 で あ っ て も よ い 。 つ ま り 、 出 力 ス イ ッ チ を 画 素 ス イ ッ チ が オ ン 状 態 と
な る 数 μ ｓ 前 に オ フ 状 態 と し 、 ま た 、 画 素 ス イ ッ チ が オ フ 状 態 と な っ て か ら 数 μ ｓ 経 過 後
に 出 力 ス イ ッ チ を オ ン 状 態 と す る こ と が で き る 。 こ の よ う 位 相 関 係 を 容 易 に 得 ら れ る の は
、 第 １ 、 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 が 分 離 独 立 し て お り 、 独 立 し た 駆 動 制 御 が 可 能 で あ る か ら
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 第 1お よ び 第 2の 走 査 線 駆 動 回 路 で 共 通 の ク ロ ッ ク 信 号 を 用
い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ ら の 走 査 線 駆 動 回 路 を 分 離 配 置 す る こ と に よ り 、 ク ロ
ッ ク 信 号 に 異 な る 信 号 を 用 い た 場 合 で も 、 ク ロ ッ ク 信 号 同 士 の カ ッ プ リ ン グ を に よ る 影 響
を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に こ の 発 明 で は 、 第 １ 、 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 が 分 離 独 立 し て い る こ と か ら 、 画 素
配 列 領 域 を 例 え ば 上 側 半 分 の 領 域 と 、 下 側 半 分 の 領 域 と に 分 け て 、 一 方 の 領 域 に 書 き 込 み
を 行 う と き に 他 方 の 領 域 に は 発 光 期 間 を 設 定 す る と い う よ う な 制 御 が 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示
さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実
施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 更 に 、 異 な る 実 施
形 態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 表 示 装 置 の 素 子 ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を
示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 走 査 線 駆 動 回 路 内 の 画 素 部 の 回 路 構 成 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め に 示 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 図 １ の 第 １ の 走 査 線 駆 動 回 路 の 例 を 示 す 回 路 図 。
【 図 ５ 】 図 １ の 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 の 例 を 示 す 回 路 図 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 表 示 装 置 の 効 果 を 説 明 す る た め に 示 す 図 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 更 に 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の ま た 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 動 作 波 形 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ １ ０ … 画 素 配 列 領 域 、 １ １ Ａ ， １ １ Ｂ … 第 １ 、 第 ２ の 走 査 線 駆 動 回 路 、 １ １ ２ … 信 号
線 駆 動 回 路 、 ２ ０ １ … 電 源 ラ イ ン 、 ２ ０ ２ … 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 、 ２ ０ ３ 、 ２ ０ ５ 、 ２ ０ ６
… ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ 、 ２ ０ ４ … 容 量 、 ２ ０ ７ … 画 素 ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ … 有 機
発 光 素 子 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(10) JP 2007-108341 A 2007.4.26



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｑ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｚ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２２Ｄ          　　　　　

(74)代理人  100109830
            弁理士　福原　淑弘
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  仲戸川　博人
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 5C080 AA06  BB05  DD22  FF11  HH09  JJ02  JJ03  JJ04 
　　　　 　　  5C094 AA43  AA55  BA23  BA27  CA19  DB01 
　　　　 　　  5G435 AA17  BB05  EE37  HH13 

(11) JP 2007-108341 A 2007.4.26


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

